
氏名 土平　　博

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①

近世陣屋と町の形
態に関する再検討
－陸奥国南部を事
例として－

単

②

税務大学校租税史
料室所蔵「大和国
地租改正地引絵
図」の作成と移管
の経緯

単

現在の福島県域を研究対象地域
として、近世陣屋の新設や廃止
の経緯を時系列に整理し、陣屋
に付帯する集落の形態について

とりまとめた。

近世陣屋町の研究　　近世都市の地割に関する研究

明治初期に作成された地籍資料
（地引絵図）＜税務大学校所蔵
＞について、検討した結果をま
とめた。

概　　　　　　　要
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取得学位

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程地理学専攻単位修得満期退学

文学修士

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名称

所属学会

王寺町水利史編集・執筆委員

奈良文化論Ⅰ・Ⅱの企画運営（国文学科浅田教授が主担当。史学科寺崎教授、社会学部芹澤準
教准と共同）に関わった。歴史フォーラム2008（石原学長のほかで運営）の企画と運営に関
わった。奈良大学博物館平成20年度企画展示「地図に描き出された「しるし」の世界」の企画
から展示作業にいたるまで一貫して取り組んだ。

日本地理学会、人文地理学会、歴史地理学会、奈良地理学会

研究課題

歴史地理学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

平成18年度までに受けた科学研究費若手研究Ｂ「近世陣屋町の形態的類型化へむけた一試論」
によって進めてきた調査および分析に関して、その成果の一部をとりまとめた。また、税務大
学校所蔵の史料（「奈良大学研究助成」による調査）について成果をまとめた。

文学部入試委員、文化会クラブ地理学研究会顧問

市民講座・現地見学会（奈良市登美ヶ丘公民館６回、天理市山の辺文化会議２回）

奈良大学総合研究所
所報第17号

2009年3月

2009年3月



①

奈良の風景③－伊
能忠敬が見た大和
路の風景－ 著

②

城跡の記号（地図
記号解説）

著

③ 王寺町水利史

共

奈良大学博物館で開催した企画
展示の解説内容をふまえて、城
跡記号に関する考察を加えてま
とめた。

伊能忠敬による奈良の測量軌跡
を日誌と地図と対応させながら
解き明かした。

灌漑水利調査から執筆までを一
貫して担当した。自治体と水利
組合による水利史としては県内
ではじめての成果である。

（その他）

imagin21

奈良大学博物館平成
20年度展示図録・解
説

王寺町土地改良推進
協議会

2008年12月

2009年3月

2009年2月25日


